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「日南に響く、
　　個性あふれる色とりどりの音色」



今月の
表紙「日南に響く、
　　個性あふれる色とりどりの音色」

ご意見募集！
　広報誌をより良くしていくために皆様からのご意見を募集しています。また、ご意見と一緒に８
ページのクイズの答えを一緒にお送りいただくと、正解した方の中から抽選で３名様に日南町の
特産品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、はがきに①住所②お名前③電話番号④クイズの答え⑤ご感想･ご意見をご記入の上、企画課まで郵送またはお持
ち込みください。皆様からのご応募お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

　一番シンプルで、日本人に一番馴染みが深い
楽器だと思います。自分たちのリズム、自分た
ちのアイデアを自由に織り交ぜ、曲を作り上げ
ていけることが魅力です。　（大柄重人さん）
　和太鼓は他の楽器と違い、CDで聴くだけでは
伝わらない魅力がたくさんあります。所作や掛
け声なども含めて“魅せる”ことができます。
　　　　　　　　　　　　（惠比奈宏志さん）

結成のきっかけを教えてください

和太鼓の魅力は何ですか？

　地元の方々の応援が一番です。とても力になります。
　　　　　　　　　　　　　　　（大柄重人さん）
　様々な世代の方が参加しているので、世代それぞ
れに体の使い方も違い、色とりどりの音が出せるの
がこのグループの面白いところです。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（弓塲爽太郎さん）

参加してよかったと思うことは何ですか？

　奥日野源流太鼓が地元に根付いたグループになり、
和太鼓の歴史が続いていけばいいなと思います。夢
は、「日南に来れば太鼓のすべてがわかる」という
町にすること。日南
町ではいつでも「太
鼓の音が聴ける」
「太鼓の演奏ができ
る」「太鼓を作ると
ころが見られる」。そ
ういう町になればいい
なと思います。
　（大柄重人さん）

今後の目標について教えてください

　大柄太鼓店は200年ほど前から続く太鼓店で、
県内で唯一の太鼓店です。太鼓の作り手として、
「地元日南で太鼓の音を響かせたい」という思
いで私が声を掛けてメンバーを集めました。　
　　　　　　　　　　　　　（大柄重人さん）

　平成13年結成。大柄太鼓店の大柄重人さん
を中心に７名のメンバーでスタート。コロナ
禍によりグループをいったんリセットし、現
在は大柄さんのほか4名のメンバーで活動。県
内外の様々なイベントなどで力強い太鼓の音
色を響かせている。

奥日野源流太鼓

４月号は日南町の和太鼓集団・奥日野源流太鼓を
ご紹介します。
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活動情報
練習日程：毎週土曜日　午後6時30分～午後8時　　
練習場所：旧日野上小学校体育館

今年度の表紙
　昨年度は“夢”をテーマに、1年間様々な方の夢をお伺いし、皆様にお届けしてきました。
　今年度は“伝統”をテーマに、伝統を守り継承されている方々をご紹介していきます。

左から、原聡子さん（三栄）・惠比奈宏志さん（霞）・大柄重人さん（三栄）・
弓塲爽太郎さん（生山）・弓塲慧人さん（生山）

はら

ゆんば ゆんば けいとそうたろう

さとこ えひな ひろし おおえ しげと

おくひの げんりゅう だいこ
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スペシャルポイント
今度は町民の皆様全員に…10,000ポイントプレゼント！！

　町内経済の活性化を目的として、たったもカードの第２弾スペシャルポイントを３月18日に付与しています。
今回は町民の皆様全員を対象とし、10,000ポイント（1万円相当）をプレゼント！
　16歳以上（平成18年４月１日以前に出生）の方にはご本人のカードに、15歳以下（平成18年４月２日以
降に出生）の方には世帯主様のカードにそれぞれ付与しています。
　カードを持ってお店に行くだけで、お買物やお食事ができます。これまでのお買物券等のご利用ではおつり
が出ませんでしたが、たったもカードは1円単位から使えますので、ムダなくご利用いただけます。
　ポイントの有効期限は９月30日までです。皆様ぜひご活用ください。

カードの再発行、行政ポイント、出張説明会に関すること  ：  役場 企画課　82ー1115
電子マネー、お買物ポイント、プレミアムポイント、チャージ機に関すること  ：  日南町商工会　82ー0145

【各種問合せ先】

第２弾

　２月22日から日南町キャッシュレスカード「たったもカード」の
運用がスタートしました。スタート後すでにたくさんのご利用をいた
だいております。皆様もうご利用いただけましたでしょうか？
　今回はたったもカードについて、新たに始まる行政ポイント事業や
スペシャルポイントのプレゼントについてお伝えします。

　町が行う対象事業等に参加していただくとたったもカードのポイントを進呈する、行政ポイント事業が４月
からスタートします。
　例えば住民検診や特定健診を受診すると300ポイント、にちなん町民大学に参加すると30ポイント、道の
駅出荷者協議会に新規登録すると300ポイントなど、他にも様々な事業でポイントを進呈します。詳しくは
ホームページをご覧いただくか、下記へお問い合わせください。

行政ポイント事業スタート！

健康・福祉健康・福祉
住民検診の受診　　　　　　300ポイント
特定健診の受診　　　　　　300ポイント
生活支援ボランティアの登録　5,000ポイント

教　　育教　　育
各種講座等への参加　　　　　30ポイント
各種ボランティアの登録　　100ポイント

農　　業農　　業
出荷者協議会への新規登録　300ポイント
狩猟免許の新規取得　　　　100ポイント
野菜作り講習会への参加　　　30ポイント

広報にちなん取材への協力　100ポイント
同和教育研究集会への参加　　30ポイント
婚活セミナーへの参加　　　　30ポイント

防　　災防　　災 そ の 他そ の 他
水防訓練への参加　　　　　100ポイント
防災士の取得　　　　　　　300ポイント
災害時協力井戸への登録　1,000ポイント



令
和
４
年
度
施
政
方
針
策
定
に
あ
た
っ
て

　
町
の
行
政
を
預
か
り
早
３
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
直

近
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
傾
注
し
た

日
々
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
世
界
・
日
本
の
動
き
の
潮
流
を
感
じ
な

が
ら
未
来
予
想
図
を
持
ち
、
変
革
の
時
代
の
中
で
日
南

町
の
未
来
を
皆
様
と
と
も
に
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

覚
悟
を
も
っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
住
ん
で
い
る
町
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
、
誇
れ
る
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
引
き
続
き
「
産
業
振
興
＝
し
ご
と
」
、

「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
＝

ま
ち
」
、
「
心
豊
か
に
生
き
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
＝

ひ
と
」
を
町
政
の
柱
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
開
発
目
標
の
推
進
と
脱
炭
素

社
会
へ
の
参
画
等
、
様
々
な
分
野
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
と
実
践
を
進
め
て
い
き
、
「
縮
み
な
が
ら
も
成
長
す

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。
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農
業
に
つ
い
て

　引
き
続
き
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ほ
場
整
備

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
折
渡
地
区
の
ほ
場

整
備
工
事
の
実
施
は
、
令
和
５
年
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
高
性
能
機
械
の
導
入
や

基
盤
整
備
な
ど
農
業
の
効
率
化
を
進
め
な

が
ら
、
研
修
生
制
度
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
活
用
し
て
独
立
就
農
者
や
法

人
就
農
の
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
非
農
地
化
を
進

め
、
地
理
的
条
件
が
整
う
場
所
に
つ
い
て

は
林
地
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　町
の
特
産
で
あ
る
「
日
南
ト
マ
ト
」
生

産
に
つ
い
て
は
、
選
果
機
設
備
の
一
部
改

修
支
援
を
行
い
ま
す
。
町
の
代
表
的
ブ
ラ

ン
ド
品
で
あ
る
「
日
南
ト
マ
ト
」
生
産
に

意
欲
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
し
ま
す
。

　米
の
在
庫
量
が
増
加
し
、
米
価
が
大
幅

に
下
が
る
中
、
町
で
は
新
た
に
水
稲
農
家

に
対
し
「
米
作
り
応
援
特
別
補
助
金
」
と

し
て
10
a
あ
た
り
４
千
円
を
補
助
し
、
経

営
安
定
を
支
援
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て

　念
願
で
あ
り
ま
し
た
木
材
団
地
造
成
工

事
は
、
こ
の
３
月
で
完
成
し
ま
す
。
今
後

は
、
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事
業
計
画

に
沿
っ
て
事
業
展
開
推
進
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
末
に
は
林
業
苗
木
生
産
施

設
が
稼
働
し
ま
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ
や
花
粉

の
少
な
い
杉
な
ど
が
生
産
さ
れ
、
本
年
秋

に
は
５
万
本
、
来
年
に
は
12
万
本
の
生
産

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
さ
ら
に
期
待
し
た
い
の
は
早

期
に
成
長
す
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
生
産

で
す
。
県
内
で
の
生
産
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
早
期
着

手
で
き
る
よ
う
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
に
つ
い
て

　令
和
４
年
度
に
日
南
病
院
は
開
設
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
病
床
を
４
床
確
保

し
て
お
り
、
今
後
も
公
立
病
院
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　職
員
も
新
規
に
看
護
師
６
人
、
放
射
線

技
師
１
人
、
理
学
療
法
士
１
人
を
採
用
予

定
で
す
。
順
次
、
職
員
体
制
の
確
保
と
年

齢
構
成
の
平
準
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て

　納
税
方
式
の
標
準
化
に
伴
い
、
税
金
の

徴
収
方
法
を
集
合
徴
収
方
式
か
ら
個
別
収

納
方
式
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地

域
の
納
税
組
合
を
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町

政
始
ま
っ
て
か
ら
の
長
き
に
わ
た
り
、
納

税
組
合
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
様
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
納
税
に
か
か
る
選
択
肢
の

拡
大
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

　か
ね
て
か
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
公
共
交
通
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化

に
つ
い
て
は
、
予
定
通
り
10
月
の
開
始
に

向
け
現
在
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
は
継
続
し
令
和
５
年
度
以
降
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
今
後
整
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

　国
土
交
通
省
直
轄
代
行
事
業
で
は
、
地

域
高
規
格
道
路
江
府
三
次
線
・
鍵
掛
峠
道

路
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。
目
標
で
あ
る
令
和
７
年
度
の
完
成

に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　鳥
取
県
事
業
で
は
、
国
道
１
８
３
号
河

上
２
期
工
区
は
令
和
４
年
度
完
成
予
定
で

す
。
ま
た
、
宮
内
バ
イ
パ
ス
及
び
国
道
１

８
０
号
福
長
バ
イ
パ
ス
は
、
事
業
の
推
進

と
早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　町
事
業
で
は
、
林
道
の
船
通
山
線
落
石

対
策
事
業
と
内
方
線
開
設
事
業
の
完
成
、

町
道
生
山
印
賀
線
の
完
成
を
図
り
ま
す
。

住
ま
い
づ
く
り
に
つ
い
て

　霞
地
内
の
公
有
地
に
、
町
内
事
業
所
の

雇
用
な
ど
に
必
要
と
な
る
賃
貸
住
宅
の
建

設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
公
募
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
民
間
の
資
金
力
、
技
術
力
、

経
営
力
な
ど
を
活
用
し
て
住
ま
い
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
移
住
定
住
施
策
を
推
進
し
、

さ
ら
に
は
中
心
地
域
・
公
共
施
設
や
土
地

利
用
な
ど
を
含
め
た
計
画
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

　こ
の
春
か
ら
、
保
育
園
が
「
認
定
こ
ど

も
園
に
ち
な
ん
十
色
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も

令
和
４
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
、
学
校
運
営
協
議
会
も
本
年
１
月

に
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
と

②
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　健
康
な
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
）

（
ひ
と
）

〜
皆
が
明
る
く
健
康
な

　
　
　
　
　
　生
活
が
送
れ
る
ま
ち
に
〜

③
豊
か
に
生
き
る
協
働
の

　ま
ち
づ
く
り

〜
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的
過
疎
」
へ
〜

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　学
校
給
食
で
は
、
近
年
の
給
食
材
料
費

の
高
騰
に
対
す
る
保
護
者
負
担
の
増
大
を

抑
制
す
る
た
め
に
、
町
の
負
担
を
一
食
あ

た
り
25
円
か
ら
40
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　ふ
る
さ
と
教
育
で
は
、
日
野
郡
３
町
で

進
め
て
い
る
高
校
生
向
け
の
公
設
塾
「
ま

な
び
や
縁
側
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
設
し

ま
す
。
高
校
生
が
通
い
や
す
く
な
る
よ
う

に
し
、
中
学
３
年
生
も
対
象
と
し
て
、
３

町
の
連
携
は
保
ち
つ
つ
、
参
加
者
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

新
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　新
年
度
か
ら
、
移
住
定
住
に
関
す
る
業

務
と
観
光
協
会
の
業
務
を
一
体
化
し
、
一

つ
の
法
人
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
専
任
職
員
を
配
置
し
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
を
作
り
ま
す
。
移
住
相

談
や
案
内
を
強
化
し
、
移
住
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
の
取

り
組
み
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

　各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長
の
１
人

体
制
を
見
直
し
、
集
落
支
援
員
制
度
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
に
あ
た
り
、
体
制
強
化

の
た
め
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
１
人
、
町

内
で
の
起
業
を
目
指
す
目
的
で
３
人
を
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
活
性
化
企
業
人
の
部
門
に
お
い
て
も

２
人
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
今
後
も
制
度

の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
動
に
つ
い
て

　

　新
規
に
「
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」
を

創
設
し
ま
す
。
目
的
は
人
と
人
が
定
期
的

に
集
ま
っ
て
情
報
共
有
し
、
地
域
を
に
ぎ

や
か
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
地
域

の
こ
と
や
町
の
こ
と
な
ど
を
、
プ
ラ
ス
思

考
で
話
し
合
え
る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
の
中
心
は
「
ひ

と
づ
く
り
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
互
い

が
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
と
い
う
こ
と

は
大
き
な
力
に
な
り
、
安
心
な
社
会
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

地
方
に
残
る
「
地
域
と
ひ
と
の
つ
な
が

り
」
と
い
う
大
切
な
も
の
を
、
こ
れ
か
ら 

も
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∨
議
会
事
務
局
∨
情
報
公
開)

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

ひと まち しごと

①
産
業
振
興
（
し
ご
と
）

〜
第
一
次
産
業
を
盛
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　町
を
元
気
に
〜
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令
和
４
年
度
施
政
方
針
策
定
に
あ
た
っ
て

　
町
の
行
政
を
預
か
り
早
３
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
直

近
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
傾
注
し
た

日
々
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
世
界
・
日
本
の
動
き
の
潮
流
を
感
じ
な

が
ら
未
来
予
想
図
を
持
ち
、
変
革
の
時
代
の
中
で
日
南

町
の
未
来
を
皆
様
と
と
も
に
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、

覚
悟
を
も
っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
政
運
営
の
基
本
方
針

　
住
ん
で
い
る
町
民
が
豊
か
さ
を
感
じ
、
誇
れ
る
町
づ

く
り
に
向
け
て
、
引
き
続
き
「
産
業
振
興
＝
し
ご
と
」
、

「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
＝

ま
ち
」
、
「
心
豊
か
に
生
き
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
＝

ひ
と
」
を
町
政
の
柱
と
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
開
発
目
標
の
推
進
と
脱
炭
素

社
会
へ
の
参
画
等
、
様
々
な
分
野
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
と
実
践
を
進
め
て
い
き
、
「
縮
み
な
が
ら
も
成
長
す

る
」
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

特集  令和4年度施政方針

令和４年度施政方針
～豊かさを実感し誇れるまちづくりを～

農
業
に
つ
い
て

　引
き
続
き
ス
マ
ー
ト
農
業
や
ほ
場
整
備

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
折
渡
地
区
の
ほ
場

整
備
工
事
の
実
施
は
、
令
和
５
年
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
高
性
能
機
械
の
導
入
や

基
盤
整
備
な
ど
農
業
の
効
率
化
を
進
め
な

が
ら
、
研
修
生
制
度
や
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
活
用
し
て
独
立
就
農
者
や
法

人
就
農
の
人
材
確
保
に
努
め
ま
す
。

　ま
た
、
耕
作
放
棄
地
の
非
農
地
化
を
進

め
、
地
理
的
条
件
が
整
う
場
所
に
つ
い
て

は
林
地
化
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　町
の
特
産
で
あ
る
「
日
南
ト
マ
ト
」
生

産
に
つ
い
て
は
、
選
果
機
設
備
の
一
部
改

修
支
援
を
行
い
ま
す
。
町
の
代
表
的
ブ
ラ

ン
ド
品
で
あ
る
「
日
南
ト
マ
ト
」
生
産
に

意
欲
を
も
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
期
待
し
ま
す
。

　米
の
在
庫
量
が
増
加
し
、
米
価
が
大
幅

に
下
が
る
中
、
町
で
は
新
た
に
水
稲
農
家

に
対
し
「
米
作
り
応
援
特
別
補
助
金
」
と

し
て
10
a
あ
た
り
４
千
円
を
補
助
し
、
経

営
安
定
を
支
援
し
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て

　念
願
で
あ
り
ま
し
た
木
材
団
地
造
成
工

事
は
、
こ
の
３
月
で
完
成
し
ま
す
。
今
後

は
、
林
業
成
長
産
業
化
モ
デ
ル
事
業
計
画

に
沿
っ
て
事
業
展
開
推
進
に
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

　ま
た
、
昨
年
末
に
は
林
業
苗
木
生
産
施

設
が
稼
働
し
ま
し
た
。
カ
ラ
マ
ツ
や
花
粉

の
少
な
い
杉
な
ど
が
生
産
さ
れ
、
本
年
秋

に
は
５
万
本
、
来
年
に
は
12
万
本
の
生
産

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
し
て
、
さ
ら
に
期
待
し
た
い
の
は
早

期
に
成
長
す
る
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
の
生
産

で
す
。
県
内
で
の
生
産
に
は
も
う
少
し
時

間
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
早
期
着

手
で
き
る
よ
う
要
望
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
に
つ
い
て

　令
和
４
年
度
に
日
南
病
院
は
開
設
60
周

年
を
迎
え
ま
す
。
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
最
前
線
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
病
床
を
４
床
確
保

し
て
お
り
、
今
後
も
公
立
病
院
と
し
て
の

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　職
員
も
新
規
に
看
護
師
６
人
、
放
射
線

技
師
１
人
、
理
学
療
法
士
１
人
を
採
用
予

定
で
す
。
順
次
、
職
員
体
制
の
確
保
と
年

齢
構
成
の
平
準
化
に
向
け
て
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

納
税
に
つ
い
て

　納
税
方
式
の
標
準
化
に
伴
い
、
税
金
の

徴
収
方
法
を
集
合
徴
収
方
式
か
ら
個
別
収

納
方
式
に
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
地

域
の
納
税
組
合
を
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
町

政
始
ま
っ
て
か
ら
の
長
き
に
わ
た
り
、
納

税
組
合
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
様
に
は
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
か
ら
は
、
納
税
に
か
か
る
選
択
肢
の

拡
大
と
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
支
払
い
が

可
能
と
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
に
つ
い
て

　か
ね
て
か
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
公
共
交
通
の
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
化

に
つ
い
て
は
、
予
定
通
り
10
月
の
開
始
に

向
け
現
在
鋭
意
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年

度
は
継
続
し
令
和
５
年
度
以
降
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
今
後
整
理
を
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

　国
土
交
通
省
直
轄
代
行
事
業
で
は
、
地

域
高
規
格
道
路
江
府
三
次
線
・
鍵
掛
峠
道

路
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り

ま
す
。
目
標
で
あ
る
令
和
７
年
度
の
完
成

に
向
け
て
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　鳥
取
県
事
業
で
は
、
国
道
１
８
３
号
河

上
２
期
工
区
は
令
和
４
年
度
完
成
予
定
で

す
。
ま
た
、
宮
内
バ
イ
パ
ス
及
び
国
道
１

８
０
号
福
長
バ
イ
パ
ス
は
、
事
業
の
推
進

と
早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　町
事
業
で
は
、
林
道
の
船
通
山
線
落
石

対
策
事
業
と
内
方
線
開
設
事
業
の
完
成
、

町
道
生
山
印
賀
線
の
完
成
を
図
り
ま
す
。

住
ま
い
づ
く
り
に
つ
い
て

　霞
地
内
の
公
有
地
に
、
町
内
事
業
所
の

雇
用
な
ど
に
必
要
と
な
る
賃
貸
住
宅
の
建

設
を
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
公
募
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
民
間
の
資
金
力
、
技
術
力
、

経
営
力
な
ど
を
活
用
し
て
住
ま
い
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
移
住
定
住
施
策
を
推
進
し
、

さ
ら
に
は
中
心
地
域
・
公
共
施
設
や
土
地

利
用
な
ど
を
含
め
た
計
画
づ
く
り
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

教
育
に
つ
い
て

　こ
の
春
か
ら
、
保
育
園
が
「
認
定
こ
ど

も
園
に
ち
な
ん
十
色
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
も

令
和
４
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
目
指
し
て
準

備
を
進
め
、
学
校
運
営
協
議
会
も
本
年
１
月

に
組
織
化
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
と
と

②
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　健
康
な
ま
ち
づ
く
り
（
ま
ち
）

（
ひ
と
）

〜
皆
が
明
る
く
健
康
な

　
　
　
　
　
　生
活
が
送
れ
る
ま
ち
に
〜

③
豊
か
に
生
き
る
協
働
の

　ま
ち
づ
く
り

〜
町
民
総
活
躍
の
「
創
造
的
過
疎
」
へ
〜

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　学
校
給
食
で
は
、
近
年
の
給
食
材
料
費

の
高
騰
に
対
す
る
保
護
者
負
担
の
増
大
を

抑
制
す
る
た
め
に
、
町
の
負
担
を
一
食
あ

た
り
25
円
か
ら
40
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　ふ
る
さ
と
教
育
で
は
、
日
野
郡
３
町
で

進
め
て
い
る
高
校
生
向
け
の
公
設
塾
「
ま

な
び
や
縁
側
」
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
開
設
し

ま
す
。
高
校
生
が
通
い
や
す
く
な
る
よ
う

に
し
、
中
学
３
年
生
も
対
象
と
し
て
、
３

町
の
連
携
は
保
ち
つ
つ
、
参
加
者
の
拡
大

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

新
法
人
の
設
立
に
つ
い
て

　新
年
度
か
ら
、
移
住
定
住
に
関
す
る
業

務
と
観
光
協
会
の
業
務
を
一
体
化
し
、
一

つ
の
法
人
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
に
専
任
職
員
を
配
置
し
、
迅
速
に
対
応

で
き
る
組
織
体
制
を
作
り
ま
す
。
移
住
相

談
や
案
内
を
強
化
し
、
移
住
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
空
き
家
の
掘
り
起
こ
し
の
取

り
組
み
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

人
材
の
確
保
に
つ
い
て

　各
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
長
の
１
人

体
制
を
見
直
し
、
集
落
支
援
員
制
度
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
新
年
度
に
あ
た
り
、
体
制
強
化

の
た
め
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
１
人
、
町

内
で
の
起
業
を
目
指
す
目
的
で
３
人
を
そ

れ
ぞ
れ
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

地
域
活
性
化
企
業
人
の
部
門
に
お
い
て
も

２
人
募
集
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
今
後
も
制
度

の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
動
に
つ
い
て

　

　新
規
に
「
地
域
活
動
支
援
交
付
金
」
を

創
設
し
ま
す
。
目
的
は
人
と
人
が
定
期
的

に
集
ま
っ
て
情
報
共
有
し
、
地
域
を
に
ぎ

や
か
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。
地
域

の
こ
と
や
町
の
こ
と
な
ど
を
、
プ
ラ
ス
思

考
で
話
し
合
え
る
場
を
作
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
の
地
方
創
生
の
中
心
は
「
ひ

と
づ
く
り
」
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
互
い

が
助
け
合
い
、
協
力
し
合
う
と
い
う
こ
と

は
大
き
な
力
に
な
り
、
安
心
な
社
会
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

地
方
に
残
る
「
地
域
と
ひ
と
の
つ
な
が

り
」
と
い
う
大
切
な
も
の
を
、
こ
れ
か
ら 

も
守
り
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※

一
部
抜
粋
し
て
い
ま
す
。
全
文
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

(

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
∨
議
会
事
務
局
∨
情
報
公
開)

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
な
ま
ち
づ
く
り

産
業
振
興

ひと まち しごと

①
産
業
振
興
（
し
ご
と
）

〜
第
一
次
産
業
を
盛
り
上
げ
、

　
　
　
　
　
　
　
　町
を
元
気
に
〜
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か
ね
て
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま

し
た
と
お
り
、
納
税
組
合
納
付
の
制
度

は
３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
と

地
方
の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
統
一
を
機
に
廃

止
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　
納
税
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
長
き
に

わ
た
り
税
収
の
確
保
や
円
滑
な
徴
収
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
多
大
な
貢
献
を
賜

り
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
敬
意
を
表

し
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
現
在
の
集
合
徴
収
方
式
（
町
・
県
民

税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税

を
ま
と
め
て
徴
収
）
を
、
税
目
別
徴
収

方
式
（
各
税
ご
と
に
徴
収
）
に
改
め
、

以
下
の
と
お
り
納
期
限
を
変
更
し
ま
す
。

●
町
税
・
料
金
の
納
付
書

　
（
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
な
い
方
に
発
送
し
ま
す
）

【
令
和
３
年
度
ま
で
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
半
分
（
横
長
）

【
令
和
４
年
度
か
ら
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
（
左
の
見
本
参
照
）

●
督
促
状

　
（
納
期
限
を
一
定
期
間
過
ぎ
て
も
未
納
の
場
合
に
発
送

　
し
ま
す
）

【
令
和
３
年
度
ま
で
】
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
半
分
（
横
長
）

【
令
和
４
年
度
か
ら
】
圧
着
は
が
き

★
口
座
振
替
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
税
・
料
金
の
納
付
は
口
座
振
替
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
各
金
融
機

関
の
窓
口
で
口
座
振
替
の
申
込
手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《
対
象
金
融
機
関
》

　
山
陰
合
同
銀
行
・
鳥
取
銀
行
・
鳥
取
西
部
農
協

　
全
国
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

《
振
替
日
》

　
・
山
陰
合
同
銀
行
・
鳥
取
銀
行
・
鳥
取
西
部
農
協

　
　
　
町
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
保
険
料 

＝ 

納
付
月
の
末
日

　
　
　
上
下
水
道
料
・
住
宅
料 

＝ 

毎
月
25
日

　
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
　
　
す
べ
て
の
町
税
・
料
金 

＝ 

納
付
月
の
25
日

　※

休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
12
月
は
25
日
が
振
替
日
と
な
り
ま
す

★
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
へ
の
お
願
い

　
振
替
口
座
の
解
約
や
残
高
不
足
等
で
口
座
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
、
再
振
替
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
通
帳
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、

振
替
で
き
て
い
な
い
場
合
は
別
途
納
付
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
督

促
状
を
お
送
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
一
括
納
付
も
可
能
で
す

　
町
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
は
、
年
度
当
初

に
送
付
す
る
１
年
分
の
納
付
書
で
、
一
括
し
て
納
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
も
、
役
場
住

民
課
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
で
、
一
括
で
納
付
が
で

き
ま
す
。
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令和４年度からの
町税･料金の納め方

納付方法が
変わります！
　日南町では社会状況の変化にともない、住民サービスや業務効率を向上させるため、令和
４年４月から町税・各種料金の納期限と納税（納入）通知の方法を全国の標準方式に変更し
ます。この変更によって税の納期限が変わり、コンビニ納付とスマホ決済ができるようにな
ります。

納
税
組
合
納
付
制
度
は

令
和
４
年
３
月
末
で
終
了
し
ま
す

令
和
４
年
度
か
ら
の
変
更
点

令
和
４
年
３
月

　
　
　
　
日
南
町
長
　
中
村
　
英
明

①
税
の
納
期
限
が
変
わ
り
ま
す

　
全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
納
付
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
税

金
や
料
金
を
い
つ
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　
P
a
y
P
a
y
請
求
書
払
い
・
L
I
N
E 

P
a
y
請
求
書
支
払
い
・
楽
天
銀
行
コ
ン
ビ
ニ

支
払
サ
ー
ビ
ス
・
P
a
y
B
・
銀
行
P
a
y

（
ゆ
う
ち
ょ
P
a
y
等
）
・
J－

C
o
i
n
請

求
書
払
い
・
a
u 

P
A
Y
（
請
求
書
支
払
い
）

③
コ
ン
ビ
ニ
納
付
・
ス
マ
ホ
決
済

　
　
　
　
　
　
　
が
可
能
に
な
り
ま
す

税目・料金

軽自動車税

町・県民税

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢保険料

上下水道料・住宅料

納期納期 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１回

10回

10回

10回

10回

8回

毎月

●

● ●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

税目・料金

軽自動車税

町・県民税

固定資産税

国民健康保険税
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上下水道料・住宅料

納期納期 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

１回

４回

４回

８回

８回

8回

毎月

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

● ●

令和４年度（令和４年４月分）から

令和３年度（令和４年３月分）まで ●＝納付月

②
納
付
の
用
紙
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
　
役
場
住
民
課
　
電
話
：
８
２－

１
１
１
２
】

見　本

新
し
い
納
付
書
の
見
本
（
A
４
サ
イ
ズ
）

【
ス
マ
ホ
決
済
に
対
応
し
て
い
る
ア
プ
リ
】
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※バーコードが印刷されていない納付書では、コンビニ納付・スマホ決済はご利用いただけません。
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休
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の
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は
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営
業
日
が
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と
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ま
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。

　
　
ま
た
、
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は
25
日
が
振
替
日
と
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★
口
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方
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お
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振
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の
解
約
や
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高
不
足
等
で
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で
き
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か
っ
た
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、
再
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通
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い
た
だ
き
、
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て
い
な
い
場
合
は
別
途
納
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書
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 

な
お
、
納
期
限
か
ら
一
定
期
間
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は
督

促
状
を
お
送
り
す
る
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と
に
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ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

★
一
括
納
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も
可
能
で
す
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・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
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国
民
健
康
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は
、
年
度
当
初

に
送
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の
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書
で
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と
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の
方
も
、
役
場
住

民
課
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
こ
と
で
、
一
括
で
納
付
が
で

き
ま
す
。

 広報にちなん令和４年４月　  67　  広報にちなん令和４年４月

令和４年度からの
町税･料金の納め方

納付方法が
変わります！
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※バーコードが印刷されていない納付書では、コンビニ納付・スマホ決済はご利用いただけません。



「生き抜く力」を育む園小中一貫教育

卒業、そして新たなスタート

【問合せ】 教育委員会 　８２- １１１８

※前号の答え　③ コシアブラ

連絡先　教育委員会　82-1118　　コーディネーター荒金 敏文　携帯 080-5232-7712

　食べる事は生活の源となっています。食べ物は「三色食品群」といって、

栄養素の働きから３色に分類されます。一つはエネルギー源になるもの、二

つはたんぱく質がとれるもの、三つはビタミン・ミネラルなどを含むものです｡

　さてこの３色とは何色でしょうか。

クイズ 食事編

地域コーディネーターだより

　最近、小学校時代を思い出すことが多くなりま

した。家族のためとはいえ、当たり前のように朝

早く起き、農作業をして、毎日の食事作りや洗濯

など、家事や仕事に大変だったなと、懐かしくそ

してありがたかったなと思うようになりました。

その中でも一番の思い出は、冬の味噌汁給食でし

た。木造校舎の教室に味噌汁の良い匂いが届くと、

昼食が待ち遠しかったことを思い出します。食べ

ることは生活の源ですので食材は重要ですが、食

事をするときの環境も大切だと思います。家族が

多く集まった時は焼き肉パーティーでワイワイす

るのも本当に楽しいものですね。

　朝の挨拶は「いってらっしゃい」だけでなく、

「給食をおいしく食べてね」でもいいかなと思い

ます。給食センターのみなさんに感謝して、楽し

い給食時間にしてほしいです。

　４月から進級、入学と新しい学校生活が待って

います。不安と希望があるかと思いますが、毎日

の食事をしっかり摂って生き生きと生活してくれ

ることを願います。

　３月11日には日南中学校３年

生27名が、18日には日南小学校

６年生23名が卒業式を迎えまし

た。今年度も新型コロナウイル

ス感染症対策を行いながらの卒

業式でしたが、保護者の皆様や在校生、先生方に

見守られ、卒業生は晴れやかに卒業証書を受け取

りました。

　中学３年生は、これまで一緒に過ごした仲間と

別れ、４月からはそれぞれの進路先で新しい仲間

と出会い、新たなスタートをきることになります。

不安もあるでしょうが、これまで日南町で学んだ

ことを生かし、日南町民としての自信と誇りを

持って、自らの夢の実現に向けて頑張ってほしい

ものです。また、小学６年生は日南小の最高学年

として活躍してくれましたが、４月からは日南中

の１年生として、２・３年生の後ろ姿を見ながら、

早く中学校生活に慣れ、勉強や部活動などにしっ

かり取り組んでほしいと思います。

　さて、新年度から保育園はこども園に変わり、

４月１日には、「幼保連携型認定こども園　にち

なん十色」として開園します。また、４月７日に

は小中学校で新学期がスタートし、８日にはそれ

ぞれ新入生を迎えます。子どもたちはそれぞれ進

級することで、気持ちを新たにスタートを切るこ

とでしょう。園や学校では、子どもたちの頑張り

や成長を見守り、しっかりと支えていきます。CS

サポーターの皆様をはじめ、多くの方にもいろい

ろな場面でお世話になると思います。ぜひ町民の

皆様全員で園や学校、そして、子どもたちを支え

ていただけたらと思います。

　今年度も、広報にちなんやちゃんねる日南、学

校ホームページなどで、

学校の様子や子どもたち

の頑張る姿などを情報発

信していきますので、子

どもたちの活躍を楽しみ

にしてください。

① 青・黄・黒　　　② 黄・赤・緑　　　③ 白・紫・赤
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外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

Hello!
ルーシーです日本とアメリカの

学校の違いは何？

日本とアメリカの学校の違いは何？
日本とアメリカの学校は似ている点がたくさんあります。小
学校は６年で、中学校は３年です。（アメリカでは、中学生
は７年生、８年生、９年生です。）体育、社会、数学、科学、
音楽、外国語などの授業があります。ほとんどの生徒は自分
の家に一番近い学校に行って、バスか車、徒歩で行きます。
では、一番大きな違いは何でしょう。

学年：４月～３月 ｖｓ ９月～６月
アメリカの学年は、９月から６月までです。冬休みはクリス
マスの前からお正月の後、だいたい２週間です。３月中に学
期の間のために１週間の春休みもあって、６月から９月は夏
休みです。

食事：給食 ｖｓ 弁当
私の学校では、給食も弁当も食べることができました。覚え
ている給食のメニューは、ピザ、プリン、りんご、牛乳など
です。私は毎日お弁当を持ってきて、サンドイッチ、ヨーグ

ルト、チーズ、果物や野菜などを
よく食べました。

毎日変わらないこと
私の学校では、時間割は毎週同じ
でした。先生がいない日があった
ら、代わりの先生が授業に来まし
た。代わりの先生はプリントなど
を配って授業をしましたが、映画
を見るときもたくさんありました。
それから、アメリカでは先生の異
動が少ないです。10～20年間、同
じ学校で働いている先生がたくさ
んいます。

Differences between Japanese schools and American schools
There are a lot of similarities Differences between Japanese 
schools and American schools. Both have 6-year elementary 
schools and 3-year junior high schools. (Although in America, 
middle schoolers are 7th graders, 8th graders, and 9th graders.) 
Both have classes such as gym, social studies, math, science, 
music, and foreign language. Most students go to the school that 
is closest to their house, and go to school by bus, by car, or by 
walking. So, what are the biggest differences?
School year : April- March, vs September-June
The American school year is from September to June. Winter 
break starts before Christmas and goes until after New Year’s, 
about 2weeks long. In March, between semesters, there is a 
week-long “spring break.” Summer break is from June until September.
Lunchtime: school lunch vs lunch box
At my school, students could either get lunch at school or bring 
their own lunch boxes. Some of the school lunch food that I 
remember include pizza, pudding, apples, and milk. I brought a lunch 
box to school everyday, and ate a lot of things like sandwiches, 
yogurt, cheese, fruit, and vegetables.
Everyday things that don’t change
At my school, the class schedule stayed 
the same every week. If there was a day 
when a teacher was absent, a substitute 
teacher would come to their classes. 
Usually, the substitute teacher would have 
a worksheet or other activity for us to 
work on, but there were a lot of times 
when we watched a movie in class 
instead. Also, American teachers don’t 
switch schools very often. There are 
plenty of teachers who work at the same 
school for 10-20 years.
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▲キャシー中島さんは、ハワイのマウイ島で生まれ、横浜で育ちました。
タレントとして活躍する一方、パッチワーク作家としても創作活動を続け、今年で50年を迎えます。ハワイアンキルト、
アメリカンキルトを中心に色彩豊かな作品を制作し、その芸術的才能は、日本国内はもとよりパッチワークキルトの本
場であるアメリカのキルトコンテストでも高く評価され、数々の賞を受賞されています。
▲この度、日南町美術館で、初期から新作までの作品に加え、キャシー中島さんが語った言葉やエッセイ、写真等も展
示し、ハワイへの愛や季節、自然、花、家族への愛など、たくさんの愛に満ちあふれた「キャシー中島の創作世界」を
ご覧いただきます。
▲初日、4月23日(土)は、オープニングイベントとして、キャシー中島さんのトークショーを開催します。キルトと歩ん
だ半生を振り返りながら、明るく太陽のような笑顔でパワフルな日々を過ごすキャシー中島さんの元気がもらえるお話です。
ぜひ、お誘いあわせてご来場ください。（先着250名様、整理券が必要です。お問合せ先：日南町総合文化センター）

イベントの詳細は、美術館のホームページ（右のQRコード）でもご案内しています。

ゴールデンウィークは美術館で「ハワイアンキルト風の切り絵」に挑戦しよう！折り紙を折って、切っ
て、開いて、素敵な模様の切り絵をつくってみませんか。
●開催期間：4月29日（金・祝）～5月8日（日）　参加無料（要入館料・中学生以下は無料）

４月23日（土）～５月29日（日）

日南町美術館で開催します！キャシー中島さんが来町！

「キャシー中島　愛を綴るキルト展」

サンシャインローズガーデン

イラスト：ルーシー先生



日南町がふるさとづくり大賞を受賞14
２

　総務省主催による「ふるさとづくり大賞」において、全国で２団体が選ばれた地方自治体部門を日南町が受賞し

ました。この賞は、全国各地でそれぞれが心を寄せる「ふるさと」をより良くしようと頑張る団体・個人を表彰す

ることにより、ふるさとづくりへの情熱や想いを高め、豊かで活力ある地域社会の構築を図ることを目的として、

昭和58年度から実施されています。この度は日南町が取り組む“創造的過疎”の取り組みが評価され、林業の後継

者を育む林業アカデミーの運営や、官民協働で脱炭素社会の実現を目指すJ-クレジット制度の運用などが受賞の

きっかけとなりました。とりわけJ-クレジットでは、仲介役を務める地域金融機関や購入企業を含めた官民連携で

の取り組みが高く評価されました。県内自治体での受賞は、鳥取県、境港市に続いて３つ目となりました。この日

はオンラインで表彰式が行われ、金子恭之総務大臣が表彰状を読み上げ、その様子を中村町長が画面で見守りまし

た｡

全国農業共済組合連合会から
感謝状

　農業者の経営安定に資するため、日南町では農業経

営収入保険制度の保険料を助成しています。この助成

により同制度の加入促進に貢献したことに対し、全国

農業共済組合連合会から感謝状をいただきました。同

制度は、自然災害や農作物の価格低下による収入減少

を補てんする保険制度で、日南町では令和３年度から

保険料の５分の１を助成しています。これにより31件

の新規加入があり、加入率は県内トップの66％となり

ました。中村町長に感謝状を手渡した鳥取県農業共済

組合西部支所の石操業務担当理事は、「日南町の農業

者は補償に対する意識が高い。加入促進への取り組み

に感謝している」と話されました。

14
２

まちの話題まちの話題

かねこ　やすし

まいふうど

詐欺防止
多里郵便局長に感謝状21

２

　多里郵便局長の片岡直樹さん（生山）が送り付け商

法の被害を未然に防いだとして、黒坂警察署の砂澤俊

吾署長から感謝状が贈られました。特殊詐欺のひとつ

である送り付け商法は、注文していない商品を勝手に

送り付け、その人が断らなければ買ったものとみなし

て代金を一方的に請求する商法です。今回、住民の方

から多里郵便局に相談があったため、郵便局側でその

商品を止め、送り返したことで被害を防ぎました。片

岡局長は、「いろいろな事業者が地域を守ろうと思っ

ているので、このようなことがあった時は一人で悩ま

ず声を届けてほしい」と話されました。
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日南市の小学校との
オンライン交流

　日南小１年生が宮崎県日南市立

桜ヶ丘小学校の１・２年生とオンラ

インで交流を行いました。今回の交

流は、毎年行われている雪のプレゼ

ントがきっかけで開催され、児童た

ちがそれぞれの学校紹介を行いまし

た。紹介を聞いた児童たちは、それ

ぞれの学校生活で自分たちと違う点

や共通点を見つけて驚いたり、喜ん

だりしていました。

24
２

まちの話題まちの話題

２年間の研修を終えトマト農家へ

　日南町の農業後継者の育成を目的とする農業研修生

制度の第12期生の修了式が行われました。第12期生で

ある松本恭平さん（丸山）は日南町出身で、一昨年U

ターンし就農を目指してトマト栽培を中心に学んでい

ました。春からは地元丸山地内でトマト農家として就

農されます。平成21年から始まった農業研修生制度で

は、これまでに39人を採用し、現在17人が町内で就農

しています。今回修了した松本さんと第13期の研修生

３人を含めると、日南町での定住率は54％となります。

防災授業
火災予防には住警器の設置を！

　３月１日から３月７日までの春季全国火災予防運

動にあわせ、江府消防署から講師を招いて日南小６

年生を対象に防災授業が行われました。この日は、

火災が起きた時に自分や家族の命を守る方法として、

自宅への住宅用火災警報器（住警器）の設置を児童

たちに呼びかけました。江府消防署の方々が出演し

作成されたオリジナルのドラマやクイズなどを交え

てわかりやすく授業が行われ、児童たちは火災の恐

ろしさや予防の大切さを学び、「話が聞けてよかっ

た」と感想を話していました。
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28
２

日南町オリジナル
ブレンドコーヒーが完成

　昭和３年に日本初の炭火焙煎珈琲卸として創業した

萩原珈琲㈱（神戸市灘区）と日南町がコラボレーショ

ンしたオリジナルブレンドコーヒーが完成し、試飲会

が行われました。このコラボレーションは、萩原珈琲

の代表取締役マネージャーである萩原英治さんの母・

萩原千尋さん（同社専務）が日南町出身である縁で実

現したもので、大宮炭焼き窯同好会（古都純孝代表）

が生産した大宮炭を焙煎に使用しています。このコー

ヒーは、日野上のイチョウの木をモチーフとしており、木の形や木を中心に人々が集う様子から、温かさや幸せの

イメージを「まぁるく（丸く）」包み込むような風味に仕上げられたということです。この日は、町内で同社の商

品を販売している日南トマト加工㈱の内田章久社長や大宮炭焼き窯同好会の加藤信貴さん（折渡）らが、「いろと

いろ」と名付けられたこのコーヒーを試飲し、感慨深い様子で味わっていました。

25
２

はぎはら こーひー

はぎはら えいじ

はぎはら ちひろ

うちだ あきひさ かとう のぶたか

ふるいち すみたか

まつもと きょうへい



福祉保健課 

398

　日南町集団検診は、住民の皆様によりスムーズに受診していただくための取り
組みとして、令和３年度から事前予約制を導入しました。今までの受診方法と大
きく異なりお手数をおかけしましたが、たくさんの方に受診いただき、ありがと
うございました。
　今回は、事前予約制について、検診会場で皆様からいただいたご意見や反響を
ご報告いたします。　　　　

保健師

松本  朋子

令和３年度から、集団検診は
事前予約制となっています

①受診する検診日が選びやすい
　予約制に伴い、各検診日の対象自治会の設定をなくし、
全日程から希望する検診日を選んでいただけるようにしています。
※申込状況や、各検診（健診）が定員に達した場合等、別日をご案内することがあります。

②検診会場での待ち時間の短縮
　検診当日の受付時間をあらかじめ個別に設定することで、来場時間の
目安がわかり、待ち時間の短縮につなげています。

③感染対策
　受付時間を個別に設定することで、「密」の状態を分散させる目的が
あり、新型コロナウイルス感染症等の感染対策を図っています。
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【問合せ】福祉保健課 TEL：82-0374／住民課 TEL：82-1112

★☆☆★ ★☆☆★

■アンケート実施期間：
　　　　　　　令和3年7月～令和4年1月
■アンケート回答数：251件
■アンケート回収率：57.4％

≪ 集団検診 事前予約制導入 ≫９割の方に「よかった」と思っていただけました！
　事前予約制となり、約９割の方から「とても良かった」「良かった」とご回答いただきました。また、良かった
こと、悪かったことについてもご回答をいただきました。皆様からのご意見をもとに、より受けやすい検診を目指
し、令和４年度も集団検診を実施していきます。

◎集団検診会場で受診された皆様にご回答いた
　だいたアンケート調査の回答をもとに集計し
　ています。

令和３年度から、集団検診が事前予約制
になりましたが、どうでしたか？

◎事前予約制になって悪かったことは何ですか？（※複数回答可）

（その他：内訳）・これからも事前予約制での実施が良い。
　　　　　　　　・スムーズに流れてとても良かった。今までの雰囲気と違って良かった。
　　　　　　　　・短時間で受診できて良かった。

（その他：内訳）
・パンフレットがいろいろあり、よく読まないとわからない。申込期間も決まっていて、
　高齢の方にはわかりにくいと思う。
・健康診査受診券と受付票が別々に届いたのでわかりにくかった。
・受診者が減るのではないか。

【事前予約制のメリット（期待されること）】

　令和４年度の年間日程や申込方法に
ついては、来月の広報にちなん５月号
にてお知らせいたします。
　県内でも新型コロナウ
イルスの感染拡大が続い
ていますが、コロナ禍で
も自分自身の健康のため
に健診・がん検診を受け
ましょう。

令和４年度も、６月から
集団検診が始まります！

予約をすることが面倒

自分の都合に合わせて、予定を変更しにくい
(思い立った時に受けられない )

受けられる検診内容がわかりにくい

その他

無回答

36%

57%

1%

5%

1%
あまり良く
なかった

良くなかった 無回答

とても
良かった

良かった

日程を選びやすくなった

受付時間（集合時間）が決まっているので、
来場する時間がはっきりしていてわかりやすい

待ち時間が少なく、スムーズに受けられる

その他

みなさま、貴重なご意見を
いただき、ありがとうござい
ました。今後の検診事業に
反映していきます。

◎事前予約制になって良かったことは何ですか？（※複数回答可）

52％

16％

21％

３％

６％

62％

63％

49％

２％

０％ 20％ 40％ 60％

０％ 20％ 40％ 60％
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「
人
の
世
に
熱
あ
れ

　
　
　
　
　人
間
に
光
あ
れ
」
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　こ
れ
は
「
水
平
社
宣
言
」
を
締
め
く

く
る
有
名
な
言
葉
で
す
。
「
す
べ
て
の

人
に
温
か
く
、
誰
も
が
希
望
を
持
っ
て

生
き
ら
れ
る
社
会
を
望
む
」
と
言
い
換

え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　こ
の
宣
言
は
、
１
９
２
２
年
（
大
正

11
年
）
３
月
３
日
、
京
都
市
で
開
か
れ

た
全
国
水
平
社
創
立
大
会
で
採
択
さ
れ

た
宣
言
で
す
。
日
本
で
初
め
て
の
人
権

尊
重
を
掲
げ
る
宣
言
で
、
今
年
で
百
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　水
平
社
は
、
身
分
制
度
、
部
落
差
別

に
よ
り
、
過
去
に
長
く
虐
げ
ら
れ
て
き

た
人
た
ち
に
団
結
を
呼
び
か
け
、
部
落

差
別
か
ら
の
解
放
と
、
人
間
の
皆
が
平

等
な
社
会
を
築
く
こ
と
を
願
い
活
動
す

る
目
的
で
結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　宣
言
の
50
年
前
の
明
治
維
新
直
後
、

い
わ
ゆ
る
「
身
分
解
放
令
」
が
出
さ
れ
、

江
戸
時
代
ま
で
の
身
分
制
度
が
名
目
上

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
差
別
を

な
く
す
た
め
の
具
体
的
な
施
策
は
伴
わ

ず
、
社
会
の
中
の
厳
し
い
差
別
は
変
わ

る
こ
と
な
く
残
り
ま
し
た
。
逆
に
、
身

分
に
よ
り
押
し
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
生

業
と
な
っ
て
い
た
職
業
や
産
業
は
、
市

場
に
開
放
さ
れ
て
収
入
を
絶
た
れ
、
税

金
や
徴
兵
の
負
担
が
新
た
に
加
わ
り
、

被
差
別
部
落
の
苦
境
は
一
層
深
ま
り
ま

し
た
。
「
融
和
」
と
い
っ
た
表
現
で
の

周
囲
の
支
援
活
動
も
あ
り
ま
し
た
が
、

憐
憫
や
同
情
に
基
づ
く
も
の
で
、
本
当

の
平
等
や
人
権
を
担
保
す
る
も
の
で
は

な
く
、
差
別
さ
れ
る
方
々
を
よ
り
惨
め

な
存
在
に
貶
め
る
も
の
で
し
た
。

　こ
れ
を
背
景
に
水
平
社
は
立
ち
上
が

り
、
宣
言
で
、
「
差
別
さ
れ
る
本
当
の

苦
し
み
痛
み
を
知
る
自
ら
を
誇
れ
。
だ

か
ら
こ
そ
我
々
に
は
、
差
別
の
な
い
、

人
権
が
認
め
ら
れ
た
平
等
な
社
会
を
築

く
力
が
あ
る
。
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　こ
こ
に
宣
言
の
全
文
を
掲
載
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
短
文
な
の
で
ぜ

ひ
一
度
目
を
通
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

部
落
差
別
の
実
相
や
苦
し
み
痛
み
、
社

会
を
温
か
い
も
の
に
変
え
る
た
め
に
立

ち
上
が
る
切
実
な
決
意
が
胸
に
迫
り
ま

す
。
こ
の
機
に
部
落
差
別
の
歴
史
を
知

り
、
現
在
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　水
平
社
宣
言
を
部
落
解
放
運
動
の
枠

内
で
と
ら
え
て
い
る
方
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
宣
言
の
本
旨
は
普
遍
的

な
も
の
で
、
現
代
で
認
識
さ
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
、
人
権
課
題
に
置
き

換
え
て
も
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

今
も
色
あ
せ
な
い
人
権
を
希
求
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

　水
平
社
は
、
太
平
洋
戦
争
下
の
戦
争

翼
賛
体
制
に
抗
し
て
い
っ
た
ん
消
滅
し
、

戦
後
、
後
継
組
織
に
移
行
し
ま
す
。
戦

争
は
こ
れ
ほ
ど
の
理
念
、
志
を
も
抑
え

込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
戦
争

は
人
権
を
無
視
し
ま
す
。
人
を
殺
す
こ

と
で
成
果
を
目
指
す
行
為
な
の
で
当
然

で
は
あ
り
ま
す
が
。

　２
０
２
２
年
３
月
初
旬
、
世
界
は
未

だ
コ
ロ
ナ
禍
の
下
に
あ
り
ま
す
。
追
い

打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
２
月
下
旬
に
は
、

世
界
規
模
の
大
災
害
の
危
機
を
は
ら
ん

だ
戦
争
が
始
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

世
界
が
初
め
て
経
験
す
る
規
模
の
度
重

な
る
災
い
に
よ
っ
て
、
潜
ん
で
い
た
偏

見
が
ま
た
力
を
得
て
現
れ
、
既
存
の
差

別
は
肥
大
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
日
ま
で
差
別
す
る
側
だ
っ
た
人
が
今

日
は
差
別
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　混
乱
に
飲
み
込
ま
れ
ず
、
差
別
と
憎

し
み
の
連
鎖
を
防
ぎ
、
生
命
と
人
権
の

世
界
的
危
機
を
乗
り
越
え
る
強
い
意
思

を
、
百
年
を
経
て
「
宣
言
」
か
ら
学
び

た
い
と
思
い
ま
す
。
「
誇
り
う
る
人
間

の
血
（
宣
言
よ
り
）
」
を
涸
ら
す
こ
と

の
な
い
よ
う
に
。

お
と
し

か

今、水平社宣言を読み返すと、

「人権」や「平和」は、希求の声をあげ続けなければ

守られないと思い知らされます。



　
前
回
は
、
冬
季
に
お
け
る
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
破
損
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
ワ

イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
の
点
検
の
ポ

イ
ン
ト
と
、
点
検
方
法
の
コ
ツ
に

つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

〈
点
検
ポ
イ
ン
ト
〉

①
柵
が
変
形
し
て
い
な
い
か

②
柵
が
浮
い
て
い
な
い
か

③
結
束
が
切
れ
て
い
な
い
か

　
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
点
検
時

に
見
落
と
さ
な
い
コ
ツ
と
し
て
、

指
さ
し
目
視
確
認
・
下
部
足
蹴
り

確
認
・
上
部
揺
さ
ぶ
り
確
認
、
以

上
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

１
．
指
さ
し
目
視
確
認

　
柵
の
変
形
や
柵
下
部
に
掘
り
起

こ
し
、
持
ち
上
げ
な
ど
、
柵
全
体

に
問
題
が
無
い
か
を
確
認
し
ま
す
。

特
に
結
束
線
は
劣
化
し
切
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
結
束
が

上
中
下
の
３
ヶ
所
あ
る
か
、
指
さ

し
目
視
で
確
認
す
る
こ
と
を
オ
ス

ス
メ
し
ま
す
。

２
．
下
部
足
蹴
り
確
認

　
柵
の
下
部
を
蹴
り
、
揺
れ
が
大

き
い
、
ま
た
は
揺
れ
が
収
ま
ら
な

い
場
合
は
、
柵
が
地
面
に
刺
さ
っ

て
い
な
い
か
下
部
の
腐
食
・
獣
に

よ
る
持
ち
上
げ
な
ど
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

３
．
上
部
揺
さ
ぶ
り
確
認

　
柵
を
揺
す
り
、
４
〜
５
枚
先
ま

で
揺
れ
が
伝
わ
っ
て
い
る
場
合
、

支
柱
の
穴
の
広
が
り
、
地
面
の
軟

化
、
結
束
の
緩
み
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

点
検
時
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート

第９回
柵点検のコツ
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春
は
進
学
、
就
職
な
ど
で
転
居
す
る
人

が
多
い
時
期
で
す
。
引
っ
越
し
し
た
ら
、

ま
ず
引
っ
越
し
先
に
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
住
居
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
時

間
を
過
ご
す
職
場
や
学
校
に
つ
い
て
も
危

険
が
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
暮
ら
し
て
い
る
町
で

も
災
害
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
災
害

か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
引
っ
越
し
先
の

自
治
体
が
公
表
し
て
い
る
、
土
砂
災
害
・

洪
水
・
地
震
・
津
波
・
高
潮
・
火
山
災
害

な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
新

春
、
新
し
い
生
活
を
始
め
る
人
に

【
問
合
せ
　
役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１
】

し
く
住
む
と
こ
ろ
の
危
険
の
有
無
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
引
っ
越
し
先
の
市

役
所
・
町
村
役
場
の
窓
口
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
災
害
に
対
応
し
た
避
難
所
の
位
置

を
確
認
し
、
実
際
に
避
難
所
に
行
っ
て
み

る
こ
と
で
、
避
難
所
の
場
所
や
避
難
す
る

経
路
の
危
険
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
危
険
が
迫
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
防
災

無
線
も
日
南
町
の
よ
う
に
戸
別
受
信
機
が

整
備
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
屋

外
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
放
送
す
る
と
こ
ろ
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
屋
内
で
は
聞
き
取
り

に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
確
実
に
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
防

災
無
線
や
防
災
ア
プ
リ
な
ど
、
自
治
体
か

ら
の
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
を
受
け
る
手

段
も
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
と
安
否
の
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

（
１
７
１
）
の
使
用
方
法
も
理
解
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
く
住
む
と
こ
ろ
の
危
険
を
理
解
し

て
、
新
し
い
生
活
を
安
全
に
始
め
ま
し
ょ

う
。
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日野高ニュース

　1年次生「産業社会と人間」では、鳥取県内で活躍されて
いる４名の方に、仕事の内容や働く意義について、また、高
校時代に大切にするべきことなどについて、2回にわたりオ
ンラインで話していただきました。生徒にとって、来年度の
「総合的な探究の時間」での職業理解や進路選択に向けて、
充実した学習活動となりました。ありがとうございました。

　
３
期
生
13
人
が
、
大
き
な
け
が
も
な
く

全
員
が
卒
業
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
視
察
が
難
し
い
中
、
町
内
の
林
業
事
業

体
の
皆
様
の
ご
協
力
で
良
い
研
修
が
で
き

ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
卒
業
生
は
、
町

内
４
人
、
県
内
４
人
、
県
外
５
人
（
広
島

３
、
岡
山
２
）
に
就
職
し
ま
す
。
人
口
減

少
が
続
く
日
南
町
で
、
こ
れ
ま
で
の
卒
業

生
13
人
が
町
内
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
鳥
取
県
の
新
規
林
業
就
業
者
の
約

15
％
が
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
卒
業
生
で
、
県

の
林
業
の
担
い
手
と
し
て
も
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
に
は
、
山
村
地
域
も
林
業
も
斜

陽
感
が
ま
だ
ま
だ
強
い
で
す
が
、
山
村
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
、
林
業
の
町
だ
か
ら
で

き
る
こ
と
を
、
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
小
さ
く
て
も
元
気
な
町
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
の
森
林
教
育
の
取
り
組
み
も
そ
の

一
つ
で
、
今
年
は
保
育
園
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
全
学
年
合
わ
せ
約
25
日
間
実
施
し

ま
し
た
。
特
に
「
森
林
と
動
物
」
を
テ
ー

マ
に
、
小
学
２
年
生
と
保
育
園
児
が
一
緒

に
な
っ
て
学
ん
だ
森
林
教
育
は
、
公
教
育

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記に

ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

今
年
も
日
南
の
山
で
学
ぶ

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

と
し
て
も
大
変
貴
重
な
取
り
組
み
で
し
た
。

　
本
年
も
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
に
４
期
生
12

人
が
入
学
し
ま
す
。
人
材
育
成
と
森
林
教

育
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
「
山
の
学

び
」
を
通
じ
て
若
い
山
の
理
解
者
を
増
や

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
非
常
勤
講
師
で
も
あ
る
伊
藤
勝
久

（
島
根
大
名
誉
教
授
）
編
著
の
『
農
山
村

の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
』
（
日
本
林
業
調
査

会
）
で
、
日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
と

森
林
教
育
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　１月に図書館にて「SDGs・エシカル展示」を行いました。
「エシカル消費」とは、環境、人や社会、地域にやさしい商品
やサービスを選ぶ、思いやりのある買い物のしかたのことで
す。地域にやさしい商品を選ぶとは、例えば地産地消や地元商
店での買い物といったことがあげられます。
　生徒は家庭基礎、福祉、地歴などの時間を使って学習し、
「ゴミを出さないように物を大切にしていきたい」「賞味期限
と消費期限について理解できた」「エコバッグを持って買い物
をしていきたい」「フードバンクに協力したい」などたくさん
の意見があげられました。今後の自分たちの生活に直結するこ
とが多いため、今回学んだことを忘れずに、日々生活をしてほ
しいと思います。

「エシカル消費」を学ぶ

社会人講話 オンライン開催！



第19回『もしもの時のしあわせノート』の巻
不定期
連　載

まさちゃんとヨシ子さんたちは、「地域のつどい」に参加しています。今日

は出前講座で、「もしもの時のしあわせノート」について話を聞くことになっ

ています。「もしもの時のしあわせノート」は、もしもの時に自分の意思を

尊重してもらうために事前に相談しておきたい内容を記入できるものです。

編集協力　日南病院　日南福祉会

認知症の相談は  役場福祉保健課内  地域包括支援センター  電話 82-0374まで

　子どもの頃からの出来事など、人生を振り返って記入しておくことで、自分の思いや考えが

家族に伝わりやすくなります。「もしもの時のしあわせノート」は、一度記入しても、気持ちは

変わるので今の気持ちを書いておき、気持ちに変化があるときはその都度書き直しましょう。記

入したノートは大切に保管し、家族や信頼のおける人など、もしもの時にこのノートを見てほし

い人に伝えておくと良いでしょう。

ヨシ子さん、まさちゃん、えっちゃん、職員登場人物

＜解説＞

つ
ど
い
の
会
場

まんがで学ぶ認知症「地域で支えよう大切な人」
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み
な
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「
も
し
も
の

時
の
し
あ
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せ
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ー
ト
」

を
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っ
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ら
れ
ま

す
か
。

知
ら
ん
な
あ
。

何
を
書
く
だ
。

前
に
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こ
と
が
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、

し
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っ
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る
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。

ま
あ
、
書
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こ
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ら
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み
る
か
。

子
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の
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の
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振
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み
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も
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い
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だ
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。

皆
で
話
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ら
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い
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み
る
の
も
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ね
。
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療
の

こ
と
か
あ
。

そ
の
時
に
な
っ
て
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な
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と
分
か
ら

な
い
な
・
・
・
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今
ど
う
思
っ
て

い
る
か
を
書
け

ば
い
い
ん
だ
ね
。

私
は
、
痛
い

こ
と
や
苦
し
い

こ
と
は
い
や
だ
わ
。

今
日
は
書
き
き
れ
ん

か
っ
た
け
ど
、

家
に
帰
っ
て
か
ら

娘
と
も
話
を
し
て

み
る
わ
。

３ １

４ ２
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●保険料率が変わります
　鳥取県の後期高齢者医療においては、平成26年に保険料率を改定して以降据え置きとなっておりましたが、

被保険者数の増加や医療給付費の支出の増加が見込まれることから、令和4・5年度の保険料を引き上げるこ

とが決定されました。

　被保険者の皆様には、さらなるご負担をいただくこととなりますが、ご理解いただきますようお願いいた

します。なお、令和4年度の保険料額については、7月に通知を行います。

後期高齢者医療保険料率改定内容

※所得が低い方については、所得に応じて上記均等割額の2～7割が軽減されます。

※所得割は、一定以上の所得がある方のみ加算されます。

●医療費の窓口負担割合が変わります
　令和4（2022）年10月1日から、一定以上の所得のある方は、現役並み所得者を除き、医療費の窓口負

担割合が２割になります。

　施行後3年間（2025年9月30日まで）は、2割負担となる方について、負担を抑える配慮措置があります。

【判定の基準】※現役並み所得者を除く

　課税所得が28万円以上かつ「年収＋その他の合計所得金額」が200万円以上（複数世帯であれば

　320万円以上）の方

□問 厚生労働省コールセンター　TEL：0120-002-719

　 鳥取県後期高齢者広域連合

　（窓口負担割合について）TEL：0858-32-1099

　（配慮措置について）　　TEL：0858-32-1095

後期高齢者医療の被保険者のみなさまへお知らせ

　

現行（令和2・3年度）

改定（令和４・５年度）

均等割額

42,480円

47,436円

所得割率

8.07％

9.10％

賦課限度額

64万円

66万円
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□日 ・日時　□場 ・場所　□内 ・内容　□定 ・定員　□申 ・申込み　□問 ・問合せ　□対 ・対象者

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　ハローワークから、安定した就職を目指す方へハロートレーニングをお知らせします。

●訓 練 科　①パソコンスキル実践科　②簿記＆OA事務科

●訓練概要　（取得可能な資格）

　　　　　　①多様なビジネス文書の作成等を習得し、実践的なパソコンスキルを磨きます。

　　　　　　（ワード、エクセル、パワーポイント等）

　　　　　　②OA事務用ソフトを活用し、一般事務等の作業を習得します。

　　　　　　（簿記検定３級、秘書検定３級、ワード、エクセル２級、パワーポイント上級）

●訓練期間　①4月21日（木）～7月20日（水）　②5月16日（月）～8月12日（金）

●訓練場所　①㈱スペック（米子市灘町・無料駐車場あり）

　　　　　　②㈲米子情報処理センター（境港市松ヶ枝町・無料駐車場あり）

●募集人員　①・②ともに14人

●応募期限　①4月12日（火）正午まで　②4月28日（木）正午まで

●応募資格　就職を希望される方

●受 講 料　無料（ただし、テキスト代等の実費は自己負担）

●参　　考　・新型コロナウイルス感染症防止対策をしています。

　　　　　　・雇用保険受給者以外の方は、一定の条件を満たせば職業訓練受講給付金

　　　　　　　を受給しながら受講できます。

　詳しくは鳥取労働局のホームページ（鳥取県内職業訓練一覧）、またはハローワーク

インターネットサービス（ハロートレーニングコース情報検索）をご覧ください。

□問 　ハローワーク根雨（根雨出張所）　TEL：72-0065

　国民年金の保険料は毎月納めていただきますが、収入の減少や失業等により保険料を納めることが難しくな

ることもあります。保険料を未納のままにしておくと、将来の「老齢基礎年金」や、障害・死亡といった不測の事

態が生じたときの「障害基礎年金」・「遺族基礎年金」を受け取ることができない場合があります。

　経済的な理由により保険料を納めることができない場合は、保険料を全額免除または一部免除する制度があ

ります。免除の承認を受けた期間は、年金を受け取るために必要な期間（受給資格期間）に含まれます。

●免除を受けるための条件

　本人、配偶者及び世帯主それぞれの前年

所得（※）が、一定の金額以下であれば、申請

者本人が免除を受けることができます。

※令和 3 年 7 月～令和 4 年 6 月の保険料

は、令和 2 年中の所得で審査を行います。

●申請方法

　申請する場合は、「国民年金保険料免除・

納付猶予申請書」（申請書は各窓口、日本年

金機構ホームページにあります）を役場住民課または米子年金事務所にご提出ください（郵送も可能です）。

□申 ・□問 　役場住民課　TEL：82-1112　米子年金事務所　TEL： 0859-34-6111

職業訓練の受講生募集お知らせ

協会けんぽ鳥取支部加入者のみなさまへお知らせ

□問 協会けんぽ鳥取支部企画総務グループ　TEL：0857-25-0051

※40歳から64歳までの方（介護保険第2号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率が加わります。

※賞与については、支給日が3月1日分から変更後の保険料率が適用されます。

令和 4 年 3 月分（4 月納付分）からの協会けんぽの健康保険料率（鳥取支部）と介護保険料率（全国一律）

が変更となります。みなさまのご理解をお願いいたします。   

令和4年2月分(3月納付分)まで

9.97%
令和4年3月分(4月納付分)から

9.94%
健康保険料率 令和4年2月分(3月納付分)まで

1.80%
令和4年3月分(4月納付分)から

1.64%
介護保険料率

令和4年度保険料率のお知らせ

知っていますか？国民年金保険料の免除制度お知らせ

●免除が承認された場合の免除額と保険料

免除額

保険料

16,610 円

0 円

12,460 円

4,150 円

8,300 円

8,310 円

4,150 円

12,460 円

全額免除 4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

※免除が承認された場合の保険料を納めていない期間は、未納扱いとなり
　ますのでご注意ください。
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る
手
話
。

鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、
手
話
を
見
か

け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク

ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話

の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お

持
ち
の
方
は
、
一
緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　３
日
（
日
）
・
17
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

４
月
の
日
程

「
花
見
」

「
き
れ
い
」

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

守　家　　　勤　　 90歳　　　 萩　原

佐　藤　嘉富美　　 87歳　　　 　霞

三　森　　　一　　 68歳　　　 三　栄

伊　田　定　枝　　 99歳　　　 神　福

吉　原　利　文　　 91歳　　　 新　屋

丸　山　洋　文　　 90歳　　　 三　吉

福　田　　　登　　 92歳　　　 生　山

宮　本　智得子　　 94歳　　　 上萩山

（令和４年２月16日～令和４年３月15日受付分）

令和４年２月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,931 （−  3）  ■人 口  4,222 （ − 10）
■    男 2,010 （−  4）  ■　  女  2,212 （ −  6）

目のところから
前へ出す

すぼめた両手の手首を
つけつぼみのようにあ
わせて回しながら花の
ように広げる

左手のひらの
上に右手の平
をのせ右にす
べらせる

き
じ

②

親指と人差し指で
輪を作り前に出す

①



オッサン

ショウオが行く 髙木  康平さん
たかぎ　　　  こうへい

プロフィール
　岐阜県関市出身の37歳。

鳥取大学を卒業後、日南町

役場へ就職。その後、青年

海外協力隊や岐阜の森林組

合での勤務を経て、令和3年

に再び日南町へ。現在はに

ちなん中国山地林業アカデ

ミーに勤務している。

大切にしていることは

　林業を通じて日南町に活気を与えたいという気持

ちと、林業の地位を向上させたいという気持ちを大

切にして働くように心がけています。

日南町の皆様へのメッセージ

　町外出身者ですが、おかげさまで楽しく過ごして

います。今年度も町外から多くの学生が入学してく

れましたので、学生共々よろしくお願いします。

今後の目標は

　多くの学生に来てもらえるような、魅力的な学校

を作っていくことが第一の目標です。また、日南町

では木育（森林教育）に力を入れていますが、今は

町民向けが中心です。これを町外からも人が来てく

れるような内容に発展させていくことも目標です。

　学生に、林業の現場管理のことや植物や森林

の役割などを教えています。他に、日南小・中

学校で森林教育などもさせてもらっています。

仕事内容は

　学生は現場で働く技術を身に着けるために

入ってくる人が多いのですが、私は事務方目線

の授業を行っているため、学生が興味を持って

くれるように教えることの難しさを感じていま

す。やりがいは、将来の林業を担う人たちに、

木材生産以外の林業の役割を教えられることで

す。授業では、オオタカの営巣地を守るために、

森林管理を行っている現場に行くこともあります。

仕事の難しいことと
やりがいは

にちなん中国山地林業アカデミー

日南町に来たきっかけは

　元々は、大学で自然保護などを学んでおり、

日南町が環境に配慮した林業の認証（FSC®森

林認証）の取得を目指していると聞いて、日南

町役場での就職を希望しました。一度は日南町

を離れたのですが、新しく林業学校ができると

聞き、改めて戻ってきました。
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